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太陽光発電の広域発電予測技術の研究 

  新しい固定価格買取制度が実施されてから２０１３年１１月までに日本に設置された太陽光発電設備が12GWを達成し二倍以上増加した。 

  しかし、太陽光発電の出力は気象状況により激しく変動する場合もあるため、太陽光発電の普及拡大により広域規模での電力系統運用に問題 

   を引き起こす恐れがある。 

  広域太陽光発電量予測は電力系統運用問題を緩和できることから、太陽光発電の普及を支える技術として期待されている。 

  本研究では広域太陽光発電量予測技術の開発を目指す。そのため得られるデータによる４つの広域予測手法を提案してその手法の適応性を 

   検討した。 

必要な情報 

全システムの監視 

標本システムの監視 

広域発電の監視 

システム仕様の分
布の推定 

事例： 関東にある１４３台ＰＶシステム  

期間：２００９  予測対象：翌日、時間毎  

 手法により予測精度に最大    

４．６％の差があった（RMSE）。 
 

 バイアスも全体的に低かったが標

本調査を基にした手法と仕様分布推

定を基にした手法は最強バイアスを

示した。 

 予測誤差は最大平均発電量の

３分の１であった。 

 

 ２月と７月に発電量を予測しが

たいことが分かった。 

 

 予測誤差が平均発電量と相関

がなかったことも明らかになった。 

 

 全システム監視を基にした手法

に対して、標本を基にした手法が

最も変動が小さかった。 

予測アルゴリズム サポートベクターマシン 
入力データ：天気予報 学習期間：６０日間 

その結果② 

  本研究で得られる情報により４つの広域発電予測手法を提案して評価し

た。その結果、これまで開発してきた局地予測技術に加え広域規模で太陽光

発電予測をする 

結論 

ことも出来るよ

うになった。 


